



























































容」をそこに重ねて考えることも可能だろう（Cf. John G. Cawelti, Adventure, 


















（Peter Brooks, Body Work）。この指摘を念頭に英国小説の代表的な探偵である
Sherlock Holmesを見ると、何が見えてくるか。
Holmes物を愛して止まない Dorothy Sayersに言わせると、その魅力は E. A. 
Poeの Dupinと名無しの語り手とは大きく異なる HolmesとWatsonの関係、









が最初の長編 A Study in Scarletだったとしたと述懐している（Memories and 
Adventures）。これを裏づけるように、Holmesの「冒険」が始まる前の The 
Strand Magazine 1891 年 3 月号に彼の寄稿した短編は ‘A Voice of Science’と題
されているし、さらに最初の長編の ‘Mr Sherlock Holmes’と題された第 2章で
は読者の前に初めて登場する Holmesという人間を説明するのに too scientifi c
といった表現が用いられている。その後もWatsonはさかんに Holmesの科学
性を肯定的に強調するのだが、それがどこまで真の Holmes像を提示してい









るし、むしろ科学捜査には否定的であるようにさえ見える（Cf. ‘The Norwood 
Builder’ in Return）。そのように考えると Holmesは科学探偵というよりは、科
学のオーラを纏った探偵であると考えるべきかもしれない。彼の活躍した時期
に「科学」がある種のオーラを湛えていたことは、同じ時期の雑誌、例えば
当の The Strand Magazineに掲載された広告を見ると scientifi c dentifriceとか
scientifi c soapとか、果ては、何のことかよく分からないが、scientifi c dress-
cutting associationなど、scientifi cという文字が一種の流行ででもあったかの
ように乱舞しているという事実が少なからず証明する。この語は OEDの言
う Of an art, practice, operation, or method: Based upon or regulated by science, 
as opposed to mere traditional rules or empirical dexterity./ Devised on scientifi c 






れる。‘A Scandal in Bohemia’では写真、本作 ‘A Case of Identity’ではタイプラ
イターが重要な役割を与えられているのだから。
しかしそれだけならば、Holmes人気の持続性は説明できないだろう。しば
らくこの ‘A Case of Identity’に付き合うと、その冒頭が気にならないでもない。
‘My dear fellow,’ said Sherlock Holmes as we sat on either side of the fi re in 
his lodgings at Baker Street, ‘life is infi nitely stranger than anything which 
the mind of man could invent. We would not dare to conceive the things 
which are really mere commonplaces of existence. If we could fl y out of that 
window hand in hand, hover over this great city, gently remove the roofs, and 
peep in at the queer things which are going on, the strange coincidences, 
the plannings, the cross-purposes, the wonderful chains of events, working 
through generations, and leading to the most outré results, it would make 
all fi ction with its conventionalities and foreseen conclusions most stale and 
unprofi table.’
この「上空に留まって」俯瞰する視点はおそらく気球によって可能にされる
もので、そう考えると Holmesの五つ目の「冒険」に当たる ‘The Five Orange 
Pips’が掲載された The Strand Magazine 1891 年 11 月号には、この短編の後に
気球で London及び近郊の上空を飛び、眼下の光景を「コダックのカメラ」で




















人性」への憧れである（Stephen Knight, Form and Ideology in Crime Fiction）。
こうした憧れをおそらく現代の読者も共有する。コカイン中毒者であり、スト














ないから嘘をついてはいけないと Joeは Pipに説教するが（Charles Dickens, 






大邸宅の執事なら当然、この熱に浮かされる（Wilkie Collins, The Moonstone, 





















The Power of Lies: Transgression in Victorian Fiction）ということになる。Oscar 
Wildeの言う通り、人は「本人として話すときは本人から程遠い」のであり、「仮
面を被らせれば真実を語る」（‘The Critic as Artist̶Part II’）ものなら、正体と
仮面（仮面を剥がせば正体が分かる）という二項対立は成立しない。このとき「ア
イデンティティは内在的なものではなく、演技による /遂行的な（performative）
ものだと認識」されるようになった（Kate Flint, The Victorians and the Visual 
Imagination.）と言えそうである。
それならば、犯人の、ひいては他人の正体を探るという作業は極めて難し
いものになる。人違い（a case of mistaken identity）どころではなく、まさに
identityが事件（case）なのである。本物の愛を安心して獲得するには正体を











する側面があると言わねばならない。警察と犯罪者との類似は Joseph Conrad, 
The Secret Agentで明示的に語られるが（Cf. Chapters, 5, 7, 9）、両者の隣接性
は、Holmesが「自分はその気になれば極めて有能な犯罪者になれるといつも
思っていた」と告白したとき（‘Charles Augustus Milverton’ in Return）、或い
はつまらぬ犯罪を「軽蔑」して、自分なら「もっと価値のある」犯罪が可能だ
と仄めかし、「自分が犯罪者でないのは幸運だ」と嘯いたときに（‘The Bruce-
Partington Plans’ in Last Bow）、すでに明らかだった。偽装の巧みな悪女の犯罪
の顚末を描いた Lady Audley’s Secretと演技と変装の巧みなヒロインのスリルに











れるという危険を味わうことになる（Cf. The Woman in White, 2nd epoch, The 












自分の姿が見られる危険を感じて「窓に近づかない」（Chapters, 14, 43, 13）と
いうのは読者が参考にすべき正しい振舞いかもしれない。作中での「病的知識










（『ギャスケル論集』第 28 号）と「Sherlock Holmesをめぐる冒険」（『立正大
学大学院文学研究科紀要』第 35 号）が本稿と補完的な関係にあることを申し
添えます。
